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復興作業時の粉じん対策(地域住民の方々へ) 

 

 

１．はじめに 

東日本大震災に被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。今後、復興作業を行う

に当たって、被災された皆様ご自身が自宅やその周辺の片づけ、瓦礫の撤去などの作業を

することがあるかと思います。被災地では、津波で運ばれてきた土砂や倒壊した建物の建

材などから発生するほこりや、カビなどの生物系の粒子など (以下、まとめて「粉じん」と

いいます。)が空気中に浮遊しております。また、作業によって粉じんが舞い上がってしま

うこともあります。こうした粉じんを多量に吸い込みますと、肺や気管などの呼吸器系疾

患の原因となります。またこの中には建材などに使用されていたアスベストが含まれてい

る可能性もあります。これらの疾患を避けるためには、原因となる粉じんを可能な限り吸

い込まないようにすることが大切です。そのためには、以下のことが重要となりますので、

十分に注意をしていただきたいと思います。 

 

 

（１）損壊した建物や瓦礫には、必要がない限り近づかないでください。 

（２）清掃などの作業をするときは保護具(マスクなど)を着用し、可能な限り短時間で行っ

てください。 

（３）保護具は説明書などに従って、適切に使用してください。 

（４）家屋・避難所など日常生活を行う空間に粉じんを持ち込まないよう心掛けてください。 

（５）アスベストと思われる瓦礫があった場合、なるべく近づかないようにしてください。

また、他の人に注意を喚起するためにその場所に目印をつけ、その後の対応は自治体

などに任せてください。 

 

参考のために、建材として使用されているアスベストの写真を載せております。アス

ベストの外観は、石綿という言葉どおり、綿のように見えます。このような形状のもの

は他にもロックウールなどがありますが、判断に迷う場合は安全のためアスベストとみ

なして対処してください。 

 さらに詳しい情報は、国土交通省「目で見るアスベスト建材(第 2 版) 

(http://www.mlit.go.jp/ kisha/kisha08/01/010425_3/01.pdf)等をご覧ください。 
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４．保護メガネについて 

粉じんが多く飛散している場合、目に入ると痛みやかゆみの原因になります。また、ア

レルギーなどが出る場合もあります。大量の粉じんが発生していることが考えられるとき

は、保護メガネを着用してください。ゴーグル型が有効ですが、花粉用メガネのような粉

じんが入り込みにくいものでも効果が期待できます。 

 

その他、手袋、帽子等で粉じんが身体に付着しないようにすることを心掛けてください。 

 

５．おわりに 

復興作業を行うに当たっては、粉じん以外にも倒壊や火災など危険な要因が多くありま

す。上記の注意点を理解した上で、安全に十分配慮して活動するように心掛けてください。 

 

（環境計測管理研究グループ 中村憲司、篠原也寸志、菅野誠一郎、鷹屋光俊） 


